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様式３ 

町民の皆さんから寄せられたご意見及び境町の考え方 

 

平成26年2月18日（火曜日）～平成26年3月4日（火曜日）までの15日間，町民

の皆さんから ｢境町洪水ハザードマップ（素案）｣に対する意見を募集しました。 

この期間，町民の皆さんから寄せられたご意見及びご意見に対する当町の考え方は

次のとおりです。 

 

◎地域防災計画について 
意見等の趣旨 意見に対する町の考え方 修正内容 

１．先ずは、この洪水ハザード

マップがどこの河川氾濫を想

定して作られているかを分か

りやすく明示しておく必要が

あると思います。 

見れば分かるではなく、その

ような明示をしておくことが

大切です。「ＰＤＦ２-２」の詳

細な説明においても利根川洪

水を想定しているとの記述が

見え難い内容です。 

参考ながら。古河市の場合

は、表紙のサブタイトルで「利

根川・渡良瀬川がはん濫した場

合に備えて」と明示されており

ます。坂東市のそれは、タイト

ルそのものが「利根川洪水ハザ

ードマップ」と大きく表示され

ております。 

 ご指摘のように、「洪水ハザ

ードマップ」だけでは、利根川

洪水を意識してもらいにくに

点があろうかと思います。 

 したがって、利根川洪水時を

想定したものである記述を表

紙に追加することとしたいと

思います。 

 表紙に、「利根川がはん濫し

た場合に備えて」というサブタ

イトルをつけさせていただく

よう修正させていただきます。 
 

２．洪水ハザードマップ（素案）

の全容としては、町全域の浸水

予想一覧図に加えて、地区に分

割して示していることは長短

あると思われます。ハザードマ

ップが非常時に使いやすいこ

とをもとめるならば、紙数の少

ない（出来れば裏表１枚）もの

が便利ではないでしょうか。 

古河市、坂東市のハザードマ

ップが１枚様式です。ちなみ

に、坂東市では旧ハザードマッ

プが地区ごとになっていたも

のを新しく１枚ものとして整

理しなおされております。 

また、素案では全体図と地区

ごとの図の情報が同じです。単

なるスケールアップにならな

 ハザードマップは、冊子版の

巻末にＡ１サイズの１枚もの

の図面を添付することを想定

しております。 

 事前の準備のために必要な

情報を確認してもらうことを

重視した冊子版、非常時に持ち

歩けることを想定した１枚も

ののマップと２種類を合わせ

たものとしました。 

 冊子版では、自分の自宅の位

置がわかるようなスケールに

配慮するとともに、全体図の入

ったＡ１拡大版では、広域的な

視点で避難方向を考えられる

ようにしたものです。 

 使用される住民の方々の使

い勝手を考慮して、冊子版の中

にＡ１版の１枚もののマップ

を挿入した体裁とさせていた

だきます。 

 非常時にＡ１版の１枚もの

だけを持って使えるよう、 マ

ップ上には避難所など必要最

小限に抑えるとともに、両者の

マップ上に掲載する情報は基

本的には同じにさせていただ

きます。 
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いためには、拡大に応じた避難

判断に資するより詳細な情報

を盛り込むようにしてはいか

がでしょうか。 

 

３．このような視点でＰＤＦ２

-３「境地域の防災マップ」を

ながめると、狭い地域に限定さ

れた浸水域図の表示になって

おります。 

住民が安全な場所に避難す

る際には、避難しやすい他の地

域と併合した地図にすると使

いやすいと思われますがいか

がでしょうか。 

 境地域は、浸水深も５ｍ以上

のエリアが含まれているほか、

町の中でも人口密度が高く、建

物が密集している地域です。 

 そのため、民間の３階建て以

上の一時避難所を掲載するな

ど、他の地域に避難できない人

のことも考慮し、狭い範囲です

が、可能な限り縮尺を大きくと

って掲載したものです。 

 冊子版では、事前に避難方法

等を考えてもらうことを想定

して作成しております。 

 境地域の特性を考えると、広

域的な避難だけでなく、逃げ遅

れた場合の方法も考えていた

だきたいことから、境地域はこ

のままの範囲で掲載させてい

ただきたいと考えます。 

 なお、地域の外に避難を考え

る際には、Ａ１版の１枚ものの

マップを活用してもらうよう、

文章に記載をさせていただき

たいと考えます。 
４．防災モデル地区に指定され

た静地区の防災マップが見当

たりませんがいかがなもので

しょう。 

「利根川の境町内上流部で

破堤した場合のシミュレーシ

ョン」に示されている“静地区

11P”は静地区を対象とした防

災マップのページ表示と思わ

れますがいかがですか。 

仮に、静地区がないのであれ

ばどのような理由によるもの

でしょうか？他地区とのバラ

ンスを欠いたものになります。

さらに、この静地区内での破堤

シミュレーションを提示して

いるだけに、より詳細情報が求

められるのではないでしょう

か。 

 静地域は、利根川隣接部一帯

と宮戸川・長井戸沼中央排水路

方面に沿って浸水深が 5m 以

上となるエリアも広いことか

ら、浸水危険性の高いエリアと

なっています。 

 しかし、境地域などの市街地

と比較し、避難所の数が少ない

ことから、早めの避難が特に求

められる地域であり、町外の北

東方面（古河市方面）や五霞町

方面へと避難することを意識

してもらう必要があると考え

ています。 

 このような地域の特性を理

解してもらうためにも、静地域

のマップも重要なものである

と考えます。 

 冊子版では、静地域も追加さ

せていただくこととします。 

５．境町の浸水範囲は広範囲で

あるだけに隣接する古河市と

坂東市への避難を余儀なくさ

れることを想定した洪水ハザ

ードマップを作る必要があり

ます。このようなマップとして

は、境・古河・坂東の洪水ハザ

ードマップを併合することが

適切と考えます。 

仮に、これが「ＰＤＦ３」に

相当するならば限定された範

 ２番目のご意見の回答でも

記載しましたが、ハザードマッ

プは、冊子版の巻末にＡ１サイ

ズの１枚ものの図面を添付す

ることを想定しています。 

 巻末に添付しますＡ１サイ

ズの１枚ものについては、縮尺

を見直すとともに、凡例などの

情報掲載位置も見直しをさせ

ていださきます。 

 縮尺については、Ａ１サイズ

では1/20,000 として、古河

市の一部・坂東市の一部・八千

代町の一部が入るような範囲

に見直しを行います。 

 凡例については、町外に避難

するエリアにかからないよう

見直しを行います。 
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囲であり、避難情報としては極

めて不足したハザードマップ

です。 

さらに、「ＰＤＦ３」の図では

古河と坂東の範囲内に説明記

述が配置されているために、必

要な地図情報が見えなくなっ

ております。地図本来の機能を

優先させて、説明は必要最小限

にするとか、例えば「ＰＤＦ２

-７」へ移動するなどの工夫を

されてはいかがでしょうか。 

 

６．図中の解説記述に説明に配

慮を要すと思われる内容があ

ります。住民に分かりやすい表

示を望みます。 

例えば） 

大きな矢印⇒：避難方向？ 

mm／h ：一般の人にわかり

やすい時間雨量 

 

 ご指摘のようにハザードマ

ップの中の表現は、誰もがわか

りやすくなければならないと

考えております。 

 そのため、ご指摘の部分につ

いては、一般の人にわかりやす

いよう工夫に努めたいと思い

ます。 

 「大きな矢印」については、

各地域別に凡例をつけている

ので、その中に記載したいと考

えております。 

 「mm／h」の表現は、注意

報・警報などの発表基準の部分

で使用しておりますが、1時間

に○○mm といった雨の降り

方についてイラストで解説し

た部分と一体的に表現するな

ど、わかりやすさに配慮したも

のにしたいと思います。 

７．利根川“八斗島水位”のみ

が示されています。これは境町

での避難判断等に使うとする

意図でしょうか。表示の目的が

不明です。なお、境町住民にと

って“八斗島”そのものが馴染

みが薄く、その意図を理解する

には至っていないと思われま

す。 

古河市のハザードマップで

は洪水水位の記載は見当たり

ません（利根川と渡良瀬川、思

川等が隣接しているにもかか

わらず！！）。坂東市のハザー

ドマップでは、近傍の「芽吹橋

水位」における洪水水位が表示

されています。 

近年の豪雨と境町沿川地域

における利根川河川水位の関

係では、八斗島水位との位相性

を考慮しても相関性は高いと

は思われない事象が発生して

おります。水防活動や避難判断

をするために監視する洪水水

 パブリックコメント時の資

料では、上流部の「八斗島水位」

のみを掲載していましたが、ご

指摘のように町民の方々に対

して理解されにくい部分もあ

ろうかと思います。 

 そのため、境町近傍の洪水水

位も記載することとさせてい

ただきたいと思います。 

 境町の上流部近傍の「栗橋」

（久喜市）、境町下流部近傍の

「芽吹橋」（野田市）を掲載す

るとともに、上流部の「八斗島」

（伊勢崎市）の３箇所に関する

水位を掲載させていただくこ

ととします。 
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位としては、近隣では栗橋観測

点、古河（渡良瀬川）観測点、

さらには関宿（塚崎）観測点に

注意をはらうことと同時にハ

ザードマップへの記載を検討

されてはいかがでしょうか。 

 

 


